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(57)【要約】
【課題】小型化を図るとともに、各行の表示状態を均等
化することにより、表示品位の劣化を抑える。
【解決手段】液晶表示装置１は、走査信号線Ｇ１，Ｇ２
，…，Ｇｎと、走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｎによっ
てオン／オフされるＴＦＴ１１と、ＴＦＴ１１の一端に
接続された画素電極とを含んで構成される行を複数備え
るとともに、前記各行のＴＦＴ１１の他端に接続された
データ信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎを含む液晶表示パネ
ル１０を備える。ゲート信号の走査開始側または走査終
了側に位置する最端部の行には、ダミー走査信号線Ｇ０
が設けられている。ダミー走査信号線Ｇ０は、該ダミー
走査信号線Ｇ０と走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｎとの
間で容量Ｃｇｏ－ｇ１，Ｃｇｏ－ｇ２，…，Ｃｇｏ－ｇ
ｎが形成されるように、該走査信号線の少なくとも一部
に重畳して設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査信号線と、この走査信号線によってオン／オフされるスイッチング素子と、このス
イッチング素子の一端に接続された画素電極とを含んで構成される行を複数備えるととも
に、前記各行のスイッチング素子の他端に接続されたデータ信号線を含む表示パネルを備
えた表示装置において、
　走査信号の走査開始側または走査終了側に位置する最端部の行には、ダミー走査信号線
が設けられ、
　前記ダミー走査信号線は、前記走査信号線に入力される前記スイッチング素子のオフ電
位信号の電位変動と同じ周期で電位変動する信号が入力される信号線の少なくとも一部に
絶縁膜を介して重畳して設けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記信号線に入力される信号電位の振幅と、前記スイッチング素子のオフ電位の振幅と
が同じであることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記信号線に入力される信号電位と、前記スイッチング素子のオフ電位とは、ともに一
定であることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　表示領域外において、前記走査信号線および前記データ信号線の少なくとも何れか一方
に接続されたスイッチング素子と、該スイッチング素子に直接、もしくは他のスイッチン
グ素子を介して電気的に接続された第１の信号供給配線とをさらに備え、
　前記信号線は、前記第１の信号供給配線であることを特徴とする請求項１から３の何れ
か１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の信号供給配線は、前記表示パネルの表示状態を、前記走査信号線およびデー
タ信号線の少なくとも何れか一方ごとに検査するための、検査用の信号を供給するための
配線であることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の信号供給配線は、前記表示パネルにおける前記走査信号線およびデータ信号
線の少なくとも何れか一方に入力する信号を生成するための信号を供給する配線である請
求項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示パネルには液晶材料が封入されており、液晶材料が封入された領域であって、
かつ表示領域外において、画素電極と同じ材料で形成された導電片と、該導電片に接続さ
れた第２の信号供給配線とを備え、
　前記信号線は、前記導電片または前記第２の信号供給配線であることを特徴とする請求
項１から３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　走査信号線と、この走査信号線によってオン／オフされるスイッチング素子と、このス
イッチング素子の一端に接続された画素電極とを含んで構成される行を複数備えるととも
に、前記各行のスイッチング素子の他端に接続されたデータ信号線を含む表示パネルを備
えた表示装置において、
　走査信号の走査開始側または走査終了側に位置する最端部の行には、ダミー走査信号線
が設けられ、
　前記ダミー走査信号線は、少なくとも１つの走査信号線の少なくとも一部に重畳して設
けられていることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　前記ダミー走査信号線は、各行に備えられた全ての前記走査信号線と交差するように設
けられていることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
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　前記ダミー走査信号線は、さらに、該ダミー走査信号線と前記走査信号線とが交差する
領域の面積が、各行で同一となるように設けられていることを特徴とする請求項９に記載
の表示装置。
【請求項１１】
　前記画素電極に液晶を介して対向配置される共通電極に入力される信号は、水平走査期
間に同期した交流波形の信号であることを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に記
載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マトリクス型の表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マトリクス型の表示装置として、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ：Thin Film Transistor）
が形成されたアクティブマトリクス基板および上記ＴＦＴを駆動するためのドライバＩＣ
（Integrated Circuit）を備えた液晶表示装置が広く知られている。
【０００３】
　図２３に、ＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示装置１０１の構成を示す。液晶
表示装置１０１には、マトリクスの行駆動回路としてゲートドライバ１０２、列駆動回路
としてデータドライバ１０３が設けられている。
【０００４】
　透明な基板上には、それぞれ複数本の、ゲートドライバ１０２によって駆動される走査
信号線Ｇｎ・Ｇｎ＋１・…（総称するときは、以下参照符Ｇで示す）と、データドライバ
１０３によって駆動されるデータ信号線Ｓｎ・Ｓｎ＋１・…（総称するときは、以下参照
符Ｓで示す）とが相互に交差するように形成されている。そして、これらの各走査信号線
Ｇと各データ信号線Ｓとが交差するそれぞれの箇所に画素ＰＩＸが形成されている。画素
ＰＩＸは、ＴＦＴ１０４、液晶１０５、補助容量１０６を備えている。また、走査信号線
Ｇとデータ信号線Ｓとによって区分された領域には、液晶１０５および補助容量１０６の
一方の電極となる画素電極１０７（図２４参照）が形成されており、この画素電極１０７
はＴＦＴ１０４のドレイン電極に接続されている。第ｎ行、第ｎ列目の画素ＰＩＸでは、
前記ＴＦＴ１０４のソース電極は第ｎ列目のデータ信号線Ｓｎに接続され、ゲート電極は
第ｎ行目の走査信号線Ｇｎに接続される。
【０００５】
　このように各画素ＰＩＸが形成される液晶表示装置１０１において、走査信号線Ｇと画
素電極１０７との関係に着目すると、図２３の液晶表示装置１０１は、第ｎ行目の走査信
号線Ｇｎが第ｎ行目の画素電極１０７の下側に配置される、いわゆる下ゲート構造の液晶
表示装置である。そして、前記画素電極１０７と走査信号線Ｇｎ，Ｇｎ－１との間には、
図２４に示すように、それぞれ寄生容量Ｃｇｄ１・Ｃｇｄ２が形成されることになる。こ
こで、第１行目の画素ＰＩＸについて考えると、前記第ｎ行目の画素ＰＩＸにおける走査
信号線Ｇｎ－１に対応する走査信号線Ｇ０は形成されておらず、前記寄生容量Ｃｇｄ２が
形成されないことになる。図２３に、第１行目（Ｇ１ライン）の画素と第２行目以降（Ｇ
ｎ（ｎ≠１）の画素とにおいて、これらの寄生容量Ｃｇｄ１，Ｃｇｄ２が形成されている
場合の等価回路の相違を示す。
【０００６】
　一方、図２５に示すように、各走査信号線Ｇには振幅がＶｇｐｐのゲート信号が順次印
加されるが、このゲート信号によってＴＦＴ１０４のドレインレベルが変動する。すなわ
ち、第ｎ行目の画素ＰＩＸにおいては、寄生容量Ｃｇｄ１を介して、走査信号線Ｇｎのゲ
ート信号がＴＦＴ１０４のドレインレベルをΔＶ１だけ変動させる。
【０００７】
　ここで、画素ＰＩＸの液晶容量をＣｌｃで示し、補助容量をＣｃｓで示すとき、前記Δ



(4) JP 2009-237282 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

Ｖ１は、
ΔＶ１＝Ｖｇｐｐ×｛Ｃｇｄ１／（Ｃｌｃ＋Ｃｃｓ＋Ｃｇｄ１＋Ｃｇｄ２）｝
と表すことができる。
【０００８】
　そして、自段の走査信号線Ｇｎのゲート信号によって引き起こされるΔＶ１は、ＴＦＴ
１０４のドレインレベルの振幅中心Ｖｃｏｍを、データ信号の振幅中心Ｖｓｃから該ΔＶ
１だけ低くするように作用する。
【０００９】
　このΔＶ１が他の行と異なることが問題であり、正書き込みと負書き込みでの液晶印加
電圧が異なることで、第1行目のみフリッカや輝度差が生じやすくなる。さらに、第1行目
において液晶にＤＣ成分が印加されるため、液晶が劣化しやすいと言う信頼性上の問題も
生じる。
【００１０】
　従来、上記課題を解決するための様々な手法が提案されている。例えば、特許文献１に
は、下ゲート構造のパネルに、第１行目の画素に近接して、表示に寄与しない、該第１行
目の画素と他の画素との上記のような非対称性を補償するためのダミーの走査信号線（ダ
ミー走査信号線Ｇ０）を形成した液晶表示装置が記載されている。図２６は、この特許文
献１に係る液晶表示装置の構成を示す回路図であり、図２７は、該液晶表示装置のダミー
走査信号線及び走査信号線に入力される各信号のタイミングチャートである。
【００１１】
　図２６に示すように、上記液晶表示装置では、ゲート信号の走査開始側に位置する最端
部の走査信号線（図２６の例では最上段の走査信号線）Ｇ１の外側に、この走査信号線Ｇ
１に対して平行で、かつ、この走査信号線Ｇ１に接続されたＴＦＴ１０４に連なる画素電
極１０７を挟んで対向配置された状態で容量形成用のダミー走査信号線Ｇ０が形成されて
いる。また、ダミー走査信号線Ｇ０は、走査信号線駆動回路Ｋに接続され、ゲート信号が
入力される。
【００１２】
　この構成によれば、最上段の走査信号線Ｇ１に接続されたＴＦＴ１０４に連なる画素電
極１０７は、この走査信号線Ｇ１とダミー走査信号線Ｇ０とによって上下に挟まれた状態
となる。すなわち、全ての画素が幾何学的に上下の対称性が保たれるようになる。これに
より、最上段の走査信号線Ｇ１で駆動される画素は、他の走査信号線Ｇ２，Ｇ３，…で駆
動される画素と全く同じ条件になるため、従来のように、最上段の１ライン分の画素にお
いて、フリッカが生じやすいといった現象を防ぐことができる。
【特許文献１】特開平９－２８８２６０号公報（１９９７年１１月４日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ところが、上記の構成では、走査信号線駆動回路において、ダミー走査信号線Ｇ０にゲ
ート信号を出力するための回路領域が必要になる。走査信号線やデータ信号線などを形成
する製造プロセスを用いて、基板上に、走査信号線駆動回路を、直接形成する場合は表示
領域周辺部の回路領域が拡大し、走査信号線駆動回路が、ゲートドライバのような外部回
路である場合には、ドライバの実装領域が拡大する。また、ダミー走査信号線Ｇ０と走査
信号線駆動回路を接続するための接続配線の領域が必要となる。そのため、特に近年提案
されている、携帯電話・ＰＤＡ等の小型・高精細化に対応した狭額縁の液晶表示装置への
適用が困難となる。さらに、走査信号線駆動回路が、外部回路である場合、ダミー走査信
号線Ｇ０と外部回路とを接続するために、ダミー走査信号線Ｇ０に電気的に接続されたパ
ッドを露出させる必要があり、このパッド部から静電気が侵入し、断線や他の配線とのリ
ークといった不良が発生するおそれもある。
【００１４】
　ここで、狭額縁の液晶表示装置に適用可能な構成として、上記特許文献１には、ダミー
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走査信号線Ｇ０が、どこにも接続されず何ら信号が入力されない構成が記載されている。
ところが、この構成では、装置自体の小型化を実現することはできるものの、第１行目の
画素と他の画素との対称性が崩れ、フリッカの抑制の効果が薄れてしまうという問題があ
る。
【００１５】
　図２８は、ダミー走査信号線Ｇ０に信号入力しない場合の構成を示す回路図であり、図
２９（ａ）は、第３行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示すタイミングチャート
であり、図２９（ｂ）は、第１行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示すタイミン
グチャートである。ここで、共通電極電位（Ｖｃｏｍ）は、低消費電力が必要とされる小
型の液晶表示装置に対応して、水平走査期間に同期し交流波形の信号（ＡＣ信号）である
。すなわち、Ｖｃｏｍの電位を変動させることによって、データ信号線駆動回路から出力
されるデータ信号の振幅を抑えることが可能となるため、駆動回路の構成を低耐圧で簡略
化することができ、低消費、低コスト、小型の液晶表示装置を実現することができる。
【００１６】
　このような、ダミー走査信号線Ｇ０に信号入力しない液晶表示装置において、Ｖｃｏｍ
の電位が変動する構成の場合は、ダミー走査信号線Ｇ０およびデータ信号線Ｓ１・Ｓ２…
により形成される容量の総和Ｃｇｏ－ｓと、ダミー走査信号線Ｇ０および共通電極により
形成される容量Ｃｇｏ－ｃｏｍとにより、ダミー走査信号線Ｇ０の電位が変動する。その
ため、ゲートオフ電位が一定である駆動方式の場合、図２９（ａ）に示すように、第３行
目のＶｇ２が一定であるのに対して、図２９（ｂ）に示すように、ダミー走査信号線Ｇ０
の電位Ｖｇ０は不安定な状態となる。それに伴って、第１行目の画素電極の保持電位が変
動するという問題が生じる。
【００１７】
　ここで、ダミー走査信号線Ｇ０が設けられる第１行目の画素ＰＩＸの電位Ｖｄ１Ｌ（ロ
ーレベル側），Ｖｄ１Ｈ（ハイレベル側）と、その他の行（ここでは、一例として第３行
目）の画素ＰＩＸの電位Ｖｄ３Ｌ（ローレベル側），Ｖｄ３Ｈ（ハイレベル側）とは、電
荷保存則に基づき次式で表される。
【００１８】

【数１】

【００１９】
【数２】

【００２０】
【数３】

【００２１】
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【数４】

【００２２】
　上式（２），（４）の第３項の式から分かるように、第１行目の画素ＰＩＸにおける保
持期間中の電位変動量（Ｖｄ１Ｈ－Ｖｄ１Ｌ）と、第３行目の画素における保持期間中の
電位変動量（Ｖｄ３Ｈ－Ｖｄ３Ｌ）とが異なる。
【００２３】
　そのため、ダミー走査信号線Ｇ０が設けられる第１行目とその他の行とでは、保持期間
中に液晶に印加される電圧が互いに異なることとなり、第１行目とその他の行とで表示状
態に差が生じ、全体として表示品位が劣化する。この電位差による表示品位の劣化は、特
に、容量Ｃｇｏ－ｓと容量Ｃｇｏ－ｃｏｍとの和が、ダミー走査信号線Ｇ０と第１行目の
画素ＰＩＸの間に形成される容量の総和ＣｇｏΣに対して大きくなるほど顕著となる。
【００２４】
　また、上式それぞれにおける第２項の式から分かるように、ゲート信号の電位がハイレ
ベルからローレベルに変化するときの画素電位の変動量（引き込み量）が、第１行目とそ
の他の行とで互いに異なる。
【００２５】
　そのため、ダミー走査信号線Ｇ０が設けられる第１行目とその他の行とでは、最適共通
電位が互いに異なることとなり、第１行目ではフリッカ等の表示不良が生じる。なお、最
適共通電位とは、共通電極の電位に対して画素電極電位が正極性側（正書き込み）のとき
の液晶印加電圧と、負極正側（負書き込み）のときの液晶印加電圧とが等しくなる共通電
極の電位をいい、交流駆動の際に最適共通電位と実際の共通電極電位とが異なると、正書
き込み時と負書き込み時とで液晶印加電圧が異なり、駆動周波数によってはフリッカや輝
線等が生じることになる。この最適共通電位の差によるフリッカの発生は、特に、ダミー
走査信号線Ｇ０と第１行目の画素ＰＩＸの間に形成される容量の総和ＣｇｏΣが、容量Ｃ
ｇｏ－ｓと容量Ｃｇｏ－ｃｏｍとの和に対して大きくなるほど顕著となる。
【００２６】
　このように、従来の技術では、表示装置の小型化を図るべくダミー走査信号線Ｇ０に信
号入力をしない構成の場合、ダミー走査信号線Ｇ０を設けた行とその他の行とで表示状態
に差が生じ、表示装置全体として表示品位が劣化するという問題が生じる。
【００２７】
　本発明は上記従来の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、小型化を図ると
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ともに、各行の表示状態を均等化することにより、表示品位の劣化を抑えることが可能な
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明に係る表示装置は、上記課題を解決するために、走査信号線と、この走査信号線
によってオン／オフされるスイッチング素子と、このスイッチング素子の一端に接続され
た画素電極とを含んで構成される行を複数備えるとともに、前記各行のスイッチング素子
の他端に接続されたデータ信号線を含む表示パネルを備えた表示装置において、走査信号
の走査開始側または走査終了側に位置する最端部の行には、ダミー走査信号線が設けられ
、前記ダミー走査信号線は、前記ダミー走査信号線は、前記走査信号線に入力される前記
スイッチング素子のオフ電位信号の電位変動と同じ周期で電位変動する信号が入力される
信号線の少なくとも一部に絶縁膜を介して重畳して設けられていることを特徴としている
。
【００２９】
　なお、表示装置の典型的な配置において、「行」及び「列」、「水平」及び「垂直」は
、それぞれ表示パネルの横方向及び縦方向の並びであることが多いが、必ずしもこのとお
りである必要はなく、縦横の関係が逆転していてもよい。したがって、本発明における「
行」、「列」、「水平」及び「垂直」とは、特に方向を限定するものではない。
【００３０】
　上記の構成によれば、走査信号の走査開始側または走査終了側に位置する最端部の行に
、ダミー走査信号線（Ｇ０）が設けられている。これにより、最端部の走査信号線（Ｇ１
）に対応する行の画素は、この走査信号線Ｇ１とダミー走査信号線Ｇ０とにより寄生容量
が形成される。そのため、走査信号線Ｇ１で駆動される画素は、他の走査信号線Ｇ２，Ｇ
３，…で駆動される画素と同じ条件にすることができるため、各画素において生じる寄生
容量の均等化を図ることができる。
【００３１】
　また、上記の構成によれば、ダミー走査信号線は、該ダミー走査信号線と、前記走査信
号線に入力されるスイッチング素子のオフ電位信号の電位変動と同じ周期で電位変動する
信号が入力される信号線との間で容量が形成されるように、該信号線の少なくとも一部に
重畳して設けられている。よって、最端部の１ライン分の画素において、フリッカが生じ
やすいといった現象を低減することができる。
【００３２】
　ここで、走査信号線に入力されるスイッチング素子のオフ信号の電位変動と同じ周期で
電位変動の信号が入力される信号線とは、走査信号線や、データ信号線の導通状態やスイ
ッチング素子の動作状態を検査するための信号を供給する配線や、液晶材に混入したイオ
ン性不純物を表示領域の外側に留めておくために利用される導電片や、該導電片に信号を
供給する配線や、走査信号線やデータ信号線に入力される信号を生成するために必要な信
号を供給する配線等が挙げられる。
【００３３】
　本発明の構成では、ダミー走査信号線Ｇ０は、これらの信号線と絶縁膜を介して重畳す
るように設けられているため、ダミー走査信号線Ｇ０が受ける電位変動が、走査信号線Ｇ
１，Ｇ２，…が受ける電位変動に近づくことになる。また、両信号線の重畳部において容
量が形成されるため、ダミー走査信号線において形成される容量の総和が、上記従来の構
成より大きくなる。
【００３４】
　これにより、上記従来の構成における、第１行目の画素における保持期間中の電位変動
量（Ｖｄ１Ｈ－Ｖｄ１Ｌ）と、その他の行（例えば、第３行目）の画素における保持期間
中の電位変動量（Ｖｄ３Ｈ－Ｖｄ３Ｌ）との差の要因である成分、すなわち、式（４）の
第３項の値が小さくなる。つまり、本発明の構成によれば、第１行目の電位変動量（Ｖｄ
１Ｈ－Ｖｄ１Ｌ）と、第３行目の電位変動量（Ｖｄ３Ｈ－Ｖｄ３Ｌ）との差を、従来と比
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較して小さくすることができる。
【００３５】
　そのため、ダミー走査信号線Ｇ０が設けられる第１行目とその他の行とのそれぞれにお
いて、保持期間中に液晶に印加される電圧を均等化することができる。これにより、従来
生じている第１行目とその他の行との表示状態の差を低減することができ、全体として表
示品位の劣化を抑えることが可能となる。
【００３６】
　また、上記従来の構成における、第１行目の画素における引き込み量と、その他の行（
例えば、第３行目）の画素における引き込み量との差の要因であるゲート－ドレイン間の
寄生容量に関する成分、すなわち、式（３），（４）の第２項中の、Ｃｇｏ・ＣｇｏΣ／
｛（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）＋（Ｃｇｏ－ｓ）＋ＣｇｏΣ｝の値が小さくなる。つまり、本発明
の構成によれば、電位Ｖｄ３ＬとＶｄ１Ｌとの差、電位Ｖｄ３ＨとＶｄ１Ｈとの差を、そ
れぞれ小さくすることができる。
【００３７】
　そのため、第１行目の最適共通電位と、その他の行の最適共通電位との差を小さくする
ことができる。これにより、第１行目で生じるフリッカの影響による表示不良を低減する
ことができる。
【００３８】
　このように、本発明の構成によれば、ダミー走査信号線に信号入力しない構成の場合で
も、各行の表示状態の差を小さくすることができるため、表示品位の劣化を抑えるととも
に、表示装置の小型化を実現することが可能となる。
【００３９】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記信号線に入力される信号電位の
振幅と、前記スイッチング素子のオフ電位の振幅とが同じであることが望ましい。また、
前記信号線に入力される信号電位と、前記スイッチング素子のオフ電位とは、ともに一定
であることが望ましい。
【００４０】
　これらの構成によれば、ダミー走査信号線の電位変動を、走査信号線に入力される電位
信号の電位変動に、より確実に近づけることができるため、表示品位の劣化を抑えること
ができる。
【００４１】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、表示領域外において、前記走査信号
線および前記データ信号線の少なくとも何れか一方に接続されたスイッチング素子と、該
スイッチング素子に直接、もしくは他のスイッチング素子を介して電気的に接続された第
１の信号供給配線とをさらに備え、前記信号線は、前記第１の信号供給配線であることこ
とが望ましい。
【００４２】
　なお、第１の信号供給配線は、前記他のスイッチング素子に限らず、ダイオード等の他
の素子を介して電気的に接続されていてもよい。
【００４３】
　また、前記第１の信号供給配線は、前記表示パネルの表示状態を、前記走査信号線およ
びデータ信号線の少なくとも何れか一方ごとに検査するための、検査用の信号を供給する
ための配線（検査信号用配線）であることが望ましい。
【００４４】
　すなわち、ダミー走査信号線と重畳して容量を形成する上記信号線は、上記検査信号用
配線であることが望ましい。この構成においても、上述した寄生容量およびフリッカに起
因する表示品位の劣化を抑えることができるという効果を奏する。
【００４５】
　ここで、検査終了後の最終製品では、検査信号用配線のうち検査用スイッチング素子を
オン／オフさせる信号を入力する配線には、検査用スイッチング素子をオフさせるような
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信号を入力することが望ましい。これは、検査用スイッチング素子と検査信号用配線とを
介して、走査信号線（またはデータ信号線）同士が導通してしまうことを確実に回避する
ためである。この検査用スイッチング素子用の検査信号用配線にスイッチング素子をオフ
させるＤＣ信号が入力されており、走査信号線のオフ電位信号もＤＣ信号であった場合に
は、ダミー走査信号線をこの検査用スイッチング素子用の検査信号用配線に交差させる上
記の構成により、新たな信号線や電源を追加することなく上述の効果を得ることができる
。
【００４６】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記第１の信号供給配線は、前記表
示パネルにおける前記走査信号線およびデータ信号線の少なくとも何れか一方に入力する
信号を生成するための信号を供給する配線であることが望ましい。
【００４７】
　上記の構成によれば、例えば、走査信号線に入力する信号を生成するための信号を供給
する配線の一つには、走査信号線のオフ電位の信号が入力される。ダミー走査信号線を、
前記走査信号線のオフ電位の信号が入力された配線に交差させることにより、新たな信号
線や電源を追加することなく上述の効果を得ることができる。
【００４８】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記表示パネルには液晶材料が封入
されており、液晶材料が封入された領域であって、かつ表示領域外において、画素電極と
同じ材料で形成された導電片と、該導電片に接続された第２の信号供給配線とを備え、前
記信号線は、前記導電片または前記第２の信号供給配線であることが望ましい。
【００４９】
　上記の構成によれば、例えば液晶材に混入したイオン性不純物を表示領域の外側に留め
ておくために利用されるイオン性不純物吸着用配線において、このイオン性不純物吸着用
配線には、例えばプラスのイオン性不純物を吸着させるためにマイナスのＤＣ信号が入力
される。そのため、走査信号線のオフ電位信号もＤＣ信号であった場合には、ダミー走査
信号線をこのイオン性不純物吸着用配線に交差させることにより、新たな信号線や電源を
追加することなく上述した効果を得ることができる。
【００５０】
　本発明に係る表示装置は、上記課題を解決するために、走査信号線と、この走査信号線
によってオン／オフされるスイッチング素子と、このスイッチング素子の一端に接続され
た画素電極とを含んで構成される行を複数備えるとともに、前記各行のスイッチング素子
の他端に接続されたデータ信号線を含む表示パネルを備えた表示装置において、
　走査信号の走査開始側または走査終了側に位置する最端部の行には、ダミー走査信号線
が設けられ、前記ダミー走査信号線は、少なくとも１つの走査信号線の少なくとも一部に
重畳して設けられていることを特徴としている。
【００５１】
　上記の構成によれば、ダミー走査信号線と走査信号線との間に容量を形成することがで
きる。これにより、上述した効果を奏することができる。また、容量を形成するための新
たな信号線や駆動回路等を必要とせず、さらには、ダミー走査信号線を形成する工程で製
造することができるため、構成および製造工程の簡略化を図ることもできる。
【００５２】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記ダミー走査信号線は、各行に備
えられた全ての前記走査信号線と交差するように設けられていることが望ましい。
【００５３】
　上記の構成によれば、ダミー走査信号線は、全ての走査信号線と交差する部分に重畳部
が形成される。これにより、全ての行で等しく容量が形成されるため、特定の走査信号線
で負荷が大きくなることを防ぐことができる。そのため、特定の行で表示品位が異なるこ
とを防止できる。
【００５４】
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　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記ダミー走査信号線は、さらに、
該ダミー走査信号線と前記走査信号線とが交差する領域の面積が、各行で同一となるよう
に設けられていることが望ましい。
【００５５】
　上記の構成によれば、ダミー走査信号線は、さらに、全ての走査信号線との重畳部の面
積が同一となっている。これにより、表示品位をより確実に均等化することができる。
【００５６】
　本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記画素電極に液晶を介して対向配
置される共通電極に入力される信号は、水平走査期間に同期した交流波形の信号であるこ
とが望ましい。
【００５７】
　低消費電力が必要とされる小型の液晶表示装置では、共通電極電位（Ｖｃｏｍ）が、水
平走査期間に同期した交流波形の信号（ＡＣ信号）である駆動方式が広く用いられている
。
【００５８】
　従来このような液晶表示装置では、Ｖｃｏｍの電位が変動する場合、ダミー走査信号線
の電位の変動量が大きくなり、それに伴って第１行目の画素電極の保持電位が変動すると
いう問題が生じている。
【００５９】
　この点、本発明の構成によれば、ダミー走査信号線に形成される容量を大きくすること
ができるため、ダミー走査信号線全体としては、電位変動の要因となる、ダミー走査信号
線－データ信号線間容量（Ｃｇｏ－ｓ）およびダミー走査信号線－共通電極間容量（Ｃｇ
ｏ－ｃｏｍ）の影響が小さくなる。そのため、従来の構成と比較して、ダミー走査信号線
の電位の変動量が小さくなるため、第１行目の画素電極の保持電位の変動を抑制すること
ができる。
【００６０】
　よって、共通電極電位（Ｖｃｏｍ）がＡＣ信号である液晶表示装置においても、表示品
位の劣化を抑えることが可能となる。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明に係る表示装置は、以上のように、走査信号の走査開始側または走査終了側に位
置する最端部の行には、ダミー走査信号線が設けられ、前記ダミー走査信号線は、前記走
査信号線に入力される前記スイッチング素子のオフ電位信号の電位変動と同じ周期で電位
変動する信号が入力される信号線の少なくとも一部に絶縁膜を介して重畳して設けられて
いる構成である。
【００６２】
　また、本発明に係る表示装置では、前記ダミー走査信号線が、少なくとも１つの走査信
号線の少なくとも一部に重畳して設けられている構成であってもよい。
【００６３】
　これにより、ダミー走査信号線において形成される容量を大きくすることができるため
、表示装置の小型化を図るとともに、各行の表示状態を均等化することにより、表示品位
の劣化を抑えることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６４】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施形態について図１から図１４に基づいて説明すると以下の通りである。
【００６５】
　まず、図１及び図２に基づいて本発明の表示装置に相当する液晶表示装置１の構成につ
いて説明する。なお、図１は、本実施の形態１に係る液晶表示装置１の全体構成を示すブ
ロック図であり、図２は液晶表示装置１の画素の電気的構成を示す等価回路図である。な



(11) JP 2009-237282 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

お、液晶表示装置の配置において、「行」及び「列」、「水平」及び「垂直」は、それぞ
れ表示パネルの横方向及び縦方向の並びであることが多いが、必ずしもこのとおりである
必要はなく、縦横の関係が逆転していてもよい。したがって、本発明における「行」、「
列」、「水平」及び「垂直」とは、特に方向を限定するものではない。
【００６６】
　液晶表示装置１は、アクティブマトリクス型の液晶表示パネル（表示パネル）１０、デ
ータドライバ（データ信号線駆動回路）２０、ゲートドライバ（走査信号線駆動回路）３
０、及び制御装置（図示せず）を含んで、その主要部が構成されている。
【００６７】
　液晶表示パネル１０は、図示しないアクティブマトリクス基板と対向基板との間に液晶
を挟持して構成されており、行列状に配列された多数の画素ＰＩＸを有している。
【００６８】
　そして、液晶表示パネル１０は、アクティブマトリクス基板上に、本発明のデータ信号
線、走査信号線、スイッチング素子、及び画素電極にそれぞれ相当するデータ信号線Ｓｎ
、走査信号線Ｇｎ、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor。以下「ＴＦＴ」と称する
。）１１、及び画素電極１２を備え、対向基板上に共通電極１３を備えている。また、液
晶表示パネル１０は、補助容量１４を形成するためのＣＳライン１５を備えている。
【００６９】
　データ信号線Ｓｎは、列方向（縦方向）に互いに平行となるように各列に１本ずつ形成
されており、走査信号線Ｇｎは行方向（横方向）に互いに平行となるように各行に１本ず
つ形成されている。ＴＦＴ１１及び画素電極１２は、データ信号線Ｓｎと走査信号線Ｇｎ
との各交点に対応してそれぞれ形成されており、ＴＦＴ１１のソース電極がデータ信号線
Ｓｎに、ゲート電極が走査信号線Ｇｎに、ドレイン電極が画素電極１２にそれぞれ接続さ
れている。また、画素電極１２は、共通電極１３との間に液晶を介して液晶容量（Ｃｌｃ
）１６を形成している。
【００７０】
　これにより、走査信号線Ｇｎに供給されるゲート信号（走査信号）によってＴＦＴ１１
のゲートをオンし、データ信号線Ｓｎからのデータ信号を画素電極１２に書き込んで画素
電極１２を上記データ信号に応じた電位に設定し、共通電極１３との間に介在する液晶に
対して上記データ信号に応じた電圧を印加することによって、上記データ信号に応じた階
調表示を実現することができる。
【００７１】
　ＣＳライン１５は、行方向（横方向）に互いに平行となるように各行に１本ずつ形成さ
れており、走査信号線Ｇｎと対をなすように配置されている。この各ＣＳライン１５は、
それぞれ各行に配置された画素電極１２と容量結合されており、各画素電極１２との間で
補助容量（Ｃｃｓ）１４を形成している。なお、本発明の液晶表示装置１では、ＣＳライ
ンは、省略されていてもよい。
【００７２】
　なお、ＴＦＴ１１には、その構造上、ゲート電極とドレイン電極との間に寄生容量１８
（Ｃｇｄ１），１９（Ｃｇｄ２）が形成され、画素電極１２の電位は走査信号線Ｇｎの電
位変化による影響（引き込み）を受けることになる。
【００７３】
　上記構成の液晶表示パネル１０は、データドライバ２０、ゲートドライバ３０、及びこ
れらを制御する制御装置４０によって駆動される。
【００７４】
　本発明の液晶表示装置の駆動方式としては、一例として、周期的に繰り返される垂直走
査期間におけるアクティブ期間（有効走査期間）において、各行の水平走査期間を順次割
り当て、各行を順次走査していくものである。そのために、ゲートドライバ３０は、ＴＦ
Ｔ１１をオンするためのゲート信号を各行の水平走査期間に同期して当該行の走査信号線
Ｇｎに対して順次出力する。また、データドライバ２０は、各データ信号線Ｓｎに対して
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供給された映像信号を、データドライバ２０において各列に割り当て、昇圧等を施した信
号である。
【００７５】
　なお、本実施形態のゲートドライバ３０及びデータドライバ２０の構成は、特に限定さ
れるものではなく、従来の一般的な構成を採用することができる。
【００７６】
　制御装置は、上述したデータドライバ２０、ゲートドライバ３０を制御することにより
、これら各回路から所望の信号を出力させるものである。
【００７７】
　このような液晶表示装置１においては、「背景技術」欄において説明したとおり、第１
行目の画素ＰＩＸでは、寄生容量Ｃｇｄ２を形成する前段の走査信号線Ｇ０が存在しない
（図２３参照）ため第１行目の画素ＰＩＸのみ、画素ＰＩＸの総容量が異なるため、引き
込み量も異なり、フリッカや輝度差が生じやすくなる。さらに、第1行目において液晶に
ＤＣ成分が印加されるため、液晶が劣化しやすいと言う信頼性上の問題も生じる。そのた
め、従来では、走査信号線Ｇ０に相当するダミーの走査信号線を設けて、表示品位の劣化
を抑える手法がとられている。しかしながら、従来の技術では、特に小型の液晶表示装置
では、ダミー走査信号線Ｇ０に信号入力されていないため、画素電極における保持電位が
変動し、表示品位が劣化するという問題が生じる。
【００７８】
　そこで、本実施形態の液晶表示装置１では、上記問題を解決すべく、図１に示すように
、第１行目の画素ＰＩＸに対応するダミー走査信号線Ｇ０が設けられているとともに、こ
のダミー走査信号線Ｇ０は、絶縁膜を介して、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎと、それ
ぞれ部分的に重畳するように設けられている。図３は、第１行目から第３行目までの一部
の画素の電気的構成を示す等価回路図である。また、図４（ａ）は、第３行目の画素ＰＩ
Ｘに関わる各種信号の波形を示すタイミングチャートであり、図４（ｂ）は、第１行目の
画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示すタイミングチャートである。
【００７９】
　図３に示すように、ダミー走査信号線Ｇ０は、第１行目の画素ＰＩＸを挟み込むように
設けられるとともに、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎと交差している。すなわち、ダミ
ー走査信号線Ｇ０は、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎの少なくとも一部で重畳部を形成
している。これにより、ダミー走査信号線Ｇ０と、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎとの
それぞれの交差部（重畳部）には、容量Ｃｇｏ－ｇが形成される。そのため、ダミー走査
信号線Ｇ０に形成される容量は、図２８に示す従来の構成におけるダミー走査信号線Ｇ０
に形成される容量に、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎとで形成される容量Ｃｇｏ－ｇ１
，Ｃｇｏ－ｇ２，Ｃｇｏ－ｇ３，…Ｃｇｏ－ｇｎが加わる。これらの総和をＣｇｏ－ｇΣ
とすると、第１行目の画素ＰＩＸの電位Ｖｄ１Ｌ′（ローレベル側），Ｖｄ１Ｈ′（ハイ
レベル側）と、その他の行（ここでは、一例として第３行目）の画素ＰＩＸの電位Ｖｄ３
Ｌ′（ローレベル側），Ｖｄ３Ｈ′（ハイレベル側）とは、電荷保存則に基づき次式で表
される。
【００８０】
【数５】

【００８１】
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【数６】

【００８２】

【数７】

【００８３】
【数８】

【００８４】
　上式（７），（８）において、第１行目の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位変動量
（Ｖｄ１Ｈ′－Ｖｄ１Ｌ′）と、第３行目の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位変動量
（Ｖｄ３Ｈ′－Ｖｄ３Ｌ′）との差の要因である成分、すなわち、式（８）の第３項中の
、Ｃｇｏ・ＣｇｏΣ／｛（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）＋（Ｃｇｏ－ｓ）＋ＣｇｏΣ＋（Ｃｇｏ－ｇ
Σ）｝，（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）／｛（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）＋（Ｃｇｏ－ｓ）＋ＣｇｏΣ＋（Ｃ
ｇｏ－ｇΣ）｝，（Ｃｇｏ－ｓ）／｛（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）＋（Ｃｇｏ－ｓ）＋ＣｇｏΣ＋
（Ｃｇｏ－ｇΣ）｝の値が、それぞれ、従来の構成の場合の式（４）における値よりも小
さくなる。これにより、第１行目の電位変動量（Ｖｄ１Ｈ′－Ｖｄ１Ｌ′）と、第３行目
の電位変動量（Ｖｄ３Ｈ′－Ｖｄ３Ｌ′）との差が、従来と比較して小さくなる。このよ
うに、ダミー走査信号線Ｇ０には、ダミー走査信号線Ｇ０と各走査信号線とで形成される
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容量Ｃｇｏ－ｇΣが追加されるため、ダミー走査信号線Ｇ０全体としては、電位変動の要
因となる、ダミー走査信号線Ｇ０－データ信号線間容量（Ｃｇｏ－ｓ）、およびダミー走
査信号線Ｇ０－共通電極間容量（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）の影響が小さくなる。そのため、図４
（ｂ）に示すように、従来の構成（図２９（ｂ）参照）と比較して、ダミー走査信号線Ｇ
０の電位Ｖｇ０の変動量が小さくなるため、第１行目の画素電極１２の保持電位の変動を
抑制することができる。そのため、共通電極電位（Ｖｃｏｍ）がＡＣ信号である液晶表示
装置においても、表示品位の劣化を抑えることが可能となる。
【００８５】
　このように、第１行目の画素電極１２の保持電位を安定させることができ、また、第１
行目の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位変動量（Ｖｄ１Ｈ′－Ｖｄ１Ｌ′）と、他の
行（ここでは、第３行目）の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位変動量（Ｖｄ３Ｈ′－
Ｖｄ３Ｌ′）との差を小さくすることができるため、第１行目とその他の行との表示品位
を均等化することができる。
【００８６】
　また、上式（７），（８）において、第１行目の画素ＰＩＸにおける引き込み量と、他
の行（ここでは、第３行目）の画素ＰＩＸにおける引き込み量との差の要因であるゲート
－ドレイン間の寄生容量に関する成分、すなわち、式（７），（８）の第２項中の、Ｃｇ
ｏ・ＣｇｏΣ／｛（Ｃｇｏ－ｃｏｍ）＋（Ｃｇｏ－ｓ）＋ＣｇｏΣ＋（Ｃｇｏ－ｇΣ）｝
の値が、従来の構成の場合の式（３），（４）における値よりも小さくなる。これにより
、電位Ｖｄ３ＬとＶｄ１Ｌとの差、電位Ｖｄ３ＨとＶｄ１Ｈとの差が、それぞれ小さくな
る。そのため、第１行目の最適共通電位と、他の行の最適共通電位との差が小さくなる。
よって、第１行目で生じるフリッカの影響による表示不良を低減することができる。
【００８７】
　以上のように、本実施の形態１の液晶表示装置１の構成によれば、ダミー走査信号線Ｇ
０を走査信号線Ｇｎに交差するように配置して、交差部に容量を形成することによって、
第１行目とその他の行との表示状態を均等化することができる。よって、液晶表示装置と
しての表示品位の劣化を抑えることができる。
【００８８】
　ここで、本実施の形態１のダミー走査信号線Ｇ０は、図１に示すように、全ての走査信
号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎと交差して設けられていることが好ましい。これにより、全ての
行で等しく容量が形成されるため、特定の走査信号線で負荷が大きくなることを防ぐこと
もできる。本発明に係る表示装置は、上記表示装置において、前記ダミー走査信号線は、
各行に備えられた全ての前記走査信号線と交差するように設けられていることが望ましい
。
【００８９】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０は、全ての走査信号線と交差する部分（領域）の面積（重
畳面積）が同一となるように設けられていることが好ましい。この構成によれば、全ての
行において、確実に特定の走査信号線で負荷が大きくなることを防ぐこともできる。
【００９０】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０の線幅は、走査信号線と交差する部分以外は細くしておく
ことが好ましい。図５は、この構成の場合の、ダミー走査信号線Ｇ０と走査信号線との交
差部を拡大した図である。これにより、ダミー走査信号線Ｇ０と共通電極１３との間に形
成される不要な容量を低減することができる。
【００９１】
　ここで、図５には、ダミー走査信号線Ｇ０と走査信号線とが交差している様子が示され
ているため、本実施の形態１におけるダミー走査信号線Ｇ０と走査信号線との交差部の構
成の一例について簡単に説明する。図５に示すように、ダミー走査信号線Ｇ０は、走査信
号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎと平行する部分（平行部分Ｇ０ａ）とそれに直交する部分（直交
部分Ｇ０ｂ）とに分けられ、互いにコンタクトホールを介して接続されている。そして、
平行部分Ｇ０ａは、走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎと同材料でかつ同層に形成され、直交
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部分Ｇ０ｂは、データ信号線Ｓｎと同材料でかつ同層に形成されている。これにより、ダ
ミー走査信号線Ｇ０と走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…Ｇｎとは、絶縁膜を介して重なる構成と
なる。
【００９２】
　なお、図５に示す構成に限らず、ダミー走査信号線Ｇ０の線幅が一定のストレートな形
状であっても、十分効果を得ることはできる。例えば、ダミー走査信号線Ｇ０と対向基板
に形成された共通電極１３との間は少なくとも２～７ｕｍ程度のセルギャップで、比誘電
率２～１５程度の液晶層が存在する。そして、ダミー走査信号線Ｇ０と走査信号線との間
の絶縁層は、０．２～０．６ｕｍ程度で比誘電率は５～８程度である。そのため、５ｕｍ
のセルギャップで液晶の比誘電率が５．０、絶縁膜の膜厚が０．４ｕｍで比誘電率が６．
９の場合、ストレートな形状のダミー走査信号線Ｇ０でも共通電極１３との容量の増加よ
り、走査信号線との容量を十分獲得することができる。
【００９３】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０は、液晶表示パネル１０の端部まで延出させず、可能な限
り設置領域を小さくすることが好ましい。これにより、ダミー走査信号線Ｇ０への静電気
の進入等を防ぐことができる。
【００９４】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０は、対向基板に配置された共通電極１３が存在しない領域
で、走査信号線と交差することが好ましい。これにより、ダミー走査信号線Ｇ０と共通電
極１３との間に形成される容量を少なくすることができる。
【００９５】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０は、ゲート信号の入力側で走査信号線と交差する構成に限
定されず、ゲート信号の入力側とは反対側（走査信号線の終端側）で交差する構成であっ
てもよい。なお、データ信号線に対しても同様であり、ダミー走査信号線Ｇ０は、データ
信号の入力側とは反対側（データ信号線の終端側）で交差する構成であってもよい。
【００９６】
　また、本実施の形態１の液晶表示装置１では、画素電極１２の形状が、走査信号線の延
在方向（行方向）に長い場合に効果が大きい。図６は、画素電極１２が横長形状の構成を
示す図である。画素電極１２が横長形状で、かつ同一の画素面積で同一の補助容量を形成
した場合、ダミー走査信号線Ｇ０と画素電極１２との間で形成される容量Ｃｇｏが大きく
なるため、第１行目とその他の行との表示品位の差が大きくなりやすい。このような走査
線の延在方向に長い画素は、ゲートドライバ数を増やす代わりに、データドライバ数を減
らした表示装置の構成に用いられる。一般に、ゲートドライバの回路構成はデータドライ
バに比べて複雑ではない。そのため、表示装置の小型化、低コスト化に貢献する。さらに
、走査信号線が増えるため、ダミー走査信号線との交差部を形成して、容量を形成しやす
い。
【００９７】
　ここで、本実施の形態１に係る液晶表示装置１を、他の狭額縁の液晶表示装置に適用し
た場合の構成例について、図７～図１４を用いて以下に説明する。
【００９８】
　図７は、走査信号線Ｇｎの信号入力方向が、行ごとに異なる場合の液晶表示装置の構成
を示す平面図である。同図に示すように、走査信号線Ｇｎは、行ごとに駆動回路との接続
方向が左右で異なるように構成されている。この構成において、ダミー走査信号線Ｇ０は
、液晶表示パネルの左右両側において走査信号線Ｇｎと交差するように設けられている。
これにより、１本の走査信号線に対して２箇所で容量Ｃｇｏ－ｇを形成することができる
ため、より大きな効果が得られる。
【００９９】
　図８は、液晶表示パネルの片側から走査信号線Ｇｎへゲート信号が入力される場合の液
晶表示装置の構成を示す平面図である。同図に示すように、ダミー走査信号線Ｇ０と走査
信号線Ｇｎとの間に形成される容量Ｃｇｏ－ｇは、ゲート信号の入力側のみで形成される



(16) JP 2009-237282 A 2009.10.15

10

20

30

40

50

。なお、図９に示すように、ゲート信号の入力側とは反対側である、走査信号線Ｇｎの終
端側で容量Ｃｇｏ－ｇが形成されるように、ダミー走査信号線Ｇ０が設けられていてもよ
い。さらに、図１０に示すように、ゲート信号の入力側、および、その反対側である走査
信号線Ｇｎの終端側の両方に、コの字状にダミー走査信号線Ｇ０が設けられていてもよい
。
【０１００】
　図１１は、走査信号線Ｇｎの信号入力方向が液晶表示パネルの両側からブロックごとに
入力される構成の液晶表示装置を示す平面図である。この構成では、図１１において点線
枠で囲った部分にダミー走査信号線Ｇ０を引き延ばす必要がないため、共通電極１３との
間に形成される不要な容量の増加を抑制することができる。なお、図１２に示すように、
ゲート信号の入力側、およびその反対側である走査信号線の終端側の両方にダミー走査信
号線Ｇ０が設けられていてもよい。
【０１０１】
　図１３は、ゲートドライバが液晶表示パネルの両側に配置される構成の液晶表示装置を
示す平面図である。ゲートドライバは、データドライバと異なる位置に配置されていても
よい。また、液晶表示パネルの外部に設けられていてもよいし、基板上に走査信号線やデ
ータ信号線を形成するプロセスを用いて、基板に直接形成されていてもよい。
【０１０２】
　図１４は、ダミー走査信号線Ｇ０が、対向基板に配置された共通電極１３が存在しない
領域で、走査信号線Ｇｎと交差する構成の液晶表示装置を示す平面図である。これにより
、ダミー走査信号線Ｇ０と共通電極１３との間で形成される容量を少なくすることができ
る。
【０１０３】
　以上のように、本実施の形態１の液晶表示装置では、走査信号線のオフ電位信号がＤＣ
信号であって共通電極に供給される信号がＡＣ信号である場合に、ダミー走査信号線が他
の走査信号線と交差する構成が好ましい。また、走査信号線のオフ電位信号がＤＣ信号で
あって共通電極に供給される信号がＤＣ信号である場合に、ダミー走査信号線が他の走査
信号線と交差する構成が好ましい。
【０１０４】
　〔実施の形態２〕
　本発明の他の実施形態について図１５から図２２に基づいて説明すれば、以下のとおり
である。なお、説明の便宜上、上記実施の形態１において示した部材と同一の機能を有す
る部材には、同一の符号を付し、その説明を省略する。また、実施の形態１において定義
した用語については、特に断らない限り本実施の形態においてもその定義に則って用いる
ものとする。
【０１０５】
　図１５は、本実施の形態２に係る液晶表示装置２の全体構成を示すブロック図である。
上記実施の形態１では、ダミー走査信号線Ｇ０が走査信号線Ｇｎと交差する構成（図１参
照）であったが、本実施の形態２では、ダミー走査信号線Ｇ０が、絶縁膜を介して、検査
信号用配線の少なくとも一部に重畳して設けられている。
【０１０６】
　液晶表示装置２を構成する液晶表示パネル１０は、上記実施の形態１に係る液晶表示装
置１の構成に加えて、さらに、検査信号用配線（第１の信号供給配線）を備えている。
【０１０７】
　検査信号用配線は、液晶表示パネル１０、特には走査信号線やデータ信号線の導通状態
やゲート信号によりオン／オフが制御されるＴＦＴ１１の動作状態を検査するための信号
を伝送する配線であり、専用のＴＦＴ１１′（検査用スイッチング素子）を介して各デー
タ信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎに接続されている。具体的には、ＴＦＴ１１′のオン／オ
フを制御するための検査信号用配線がＴＦＴ１１′のゲート端子に接続され、各データ信
号に検査用の信号を入力する検査信号入力配線がソース端子に接続され、データ信号線Ｓ
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ｎがドレイン端子に接続されている。これにより、ＴＦＴ１１′をオンするための検査信
号を入力することにより、検査信号入力配線から検査信号を入力し、データドライバを実
装する前に液晶表示パネル１０の動作状態を検査することが可能となる。
【０１０８】
　なお、表示領域のＴＦＴをオンさせるために、例えば、走査信号線側にもデータ信号線
側と同様の検査用ＴＦＴと検査信号配線を設置し、この検査用ＴＦＴをオンさせる信号と
、表示領域のＴＦＴをオンさせる信号とを検査信号用配線を介して、表示領域の走査信号
線に入力する構成としてもよい。
【０１０９】
　また、検査信号の入力方法は、上記検査信号用配線を利用した構成に限らず、ドライバ
からの出力信号を受け取るパッドに直接検査信号を入力する構成や、走査信号線（データ
信号線）を、検査用ＴＦＴを介さずに直接共通接続した配線を介して検査信号を入力する
構成などが挙げられる。さらに、例えば、データ信号線には上記検査用ＴＦＴを用いた検
査信号を入力し、走査信号線にはドライバパッドから検査信号を入力するといった組み合
わせも可能である。
【０１１０】
　ここで、検査終了後の最終製品では、検査信号用配線のうちＴＦＴ１１′をオン／オフ
させる信号を入力する配線には、ＴＦＴ１１′をオフさせるような信号を入力することが
望ましい。これは、ＴＦＴ１１′と検査信号用配線を介して、走査信号線（またはデータ
信号線）同士が導通してしまうことを確実に回避するためである。
【０１１１】
　本実施の形態２では、ダミー走査信号線Ｇ０と、走査信号線に入力されるＴＦＴのオフ
電位信号の電位変動と同じ周期で電位変動する信号が入力される検査信号線用配線とが交
差することにより、その交差部（重畳部）において容量Ｃｇｏ－ｘが形成される。この容
量の総和Ｃｇｏ－ｘΣは、上記実施の形態１で示した式（７），（８）のＣｇｏ－ｇΣに
対応している。
【０１１２】
　これにより、上記実施の形態１で示したように、ダミー走査信号線Ｇ０には、ダミー走
査信号線Ｇ０と検査信号用配線とで形成される容量和Ｃｇｏ－ｘΣが追加されるため、ダ
ミー走査信号線Ｇ０全体としては、電位変動の要因となる、ダミー走査信号線Ｇ０－デー
タ信号線間容量（Ｃｇｏ－ｓ）およびダミー走査信号線Ｇ０－共通電極間容量（Ｃｇｏ－
ｃｏｍ）の影響が小さくなる。そのため、第１行目の画素電極の保持電位を安定させるこ
とができ、また、第１行目の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位変動量（Ｖｄ１Ｈ′－
Ｖｄ１Ｌ′）と、他の行（ここでは、第３行目）の画素ＰＩＸにおける保持期間中の電位
変動量（Ｖｄ３Ｈ′－Ｖｄ３Ｌ′）との差を小さくすることができる。したがって、第１
行目とその他の行との表示品位を均等化することができる。
【０１１３】
　また、第１行目の最適共通電位と、他の行の最適共通電位との差が小さくなることによ
り、第１行目で生じるフリッカの影響による表示不良が低減されるという効果も上記実施
の形態１と同様である。
【０１１４】
　このように、ダミー走査信号線をＴＦＴ１１′用の検査信号用配線に交差させているた
め、例えば、ＴＦＴ１１′用の検査信号用配線にスイッチング素子をオフさせるＤＣ信号
が入力され、走査信号線のオフ電位信号もＤＣ信号であった場合には、新たな信号線や電
源を追加することなく上述の効果を得ることができる。
【０１１５】
　ここで、本実施の形態２に係る液晶表示装置２を、他の狭額縁の液晶表示装置に適用し
た場合の構成例について、図１６～図２２を用いて以下に説明する。
【０１１６】
　図１６は、検査信号用配線を備えた狭額縁の液晶表示装置の構成を示す平面図である。
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また、図１７は、ダミー走査信号線Ｇ０が、検査信号用配線と平行に配置されている状態
を示す図である。図１７において点線枠で囲った部分は、ダミー走査信号線Ｇ０と検査信
号用配線とが平行に配置される部分、すなわち重畳領域を示している。この構成によれば
、重畳領域を大きく確保することができるため、ダミー走査信号線Ｇ０に形成される容量
を大きくすることができ、表示品位をさらに均等化することができる。
【０１１７】
　ここで、本実施の形態２では、ダミー走査信号線Ｇ０と交差する信号線は、上述の検査
信号用配線に限定されず、例えば、イオン性不純物吸着用配線（第２の信号供給配線）で
あってもよい。イオン性不純物吸着用配線は、液晶材に混入した不純物を表示領域外に留
めて、表示品位の劣化を防止するものである。なお、このイオン性不純物吸着用配線には
、例えばプラスのイオン性不純物を吸着させるためにマイナスのＤＣ信号が入力される。
イオン性不純物吸着用配線を備える液晶表示装置の構成例について以下に示す。
【０１１８】
　図１８は、ダミー走査信号線Ｇ０が、絶縁膜を介して、イオン性不純物吸着用配線の少
なくとも一部に重畳して設けられている状態を示している。ダミー走査信号線Ｇ０とイオ
ン性不純物吸着用配線との交差部（重畳部）において容量Ｃｇｏ－ｔｒが形成される。
【０１１９】
　図１９は、ダミー走査信号線Ｇ０が、イオン性不純物吸着用配線と平行に配置されてい
る状態を示す図であり、図２０は、その一部分を拡大した図であり、図２１は、そのＡ－
Ａ′断面図である。
【０１２０】
　なお、上記イオン性不純物吸着用配線を備える液晶表示装置では、イオン性不純物吸着
用配線が液晶層側に設けられる構成上、ダミー走査信号線Ｇ０は、イオン性不純物吸着用
配線の下側（図２１参照）に設けられる。
【０１２１】
　これらの構成によれば、走査信号線のオフ電位信号もＤＣ信号であった場合には、ダミ
ー走査信号線をこのイオン性不純物吸着用配線に交差させることにより、新たな信号線や
電源を追加することなく上述の効果を得ることができる。
【０１２２】
　また、ダミー走査信号線Ｇ０と交差する信号線は、上述した検査信号用配線やイオン性
不純物吸着用配線以外にも、例えば、ゲートドライバに電源を供給する配線のうちＤＣ信
号を供給する配線であってもよい。図２２は、このような信号線と、ダミー走査信号線Ｇ
０とが交差する構成を示す液晶表示装置の一例を示す平面図である。
【０１２３】
　なお、本発明は、上記実施の形態１および２で示した構成を組み合わせた構成において
も適用することができる。すなわち、ダミー走査信号線Ｇ０は、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２
，…，Ｇｎと交差しつつ、検査信号用配線（あるいは、イオン性不純物吸着用配線）とも
交差して、それぞれの交差部（重畳部）で容量を形成する構成としてもよい。
【０１２４】
　以上のように、本実施の形態２の液晶表示装置では、走査信号線のオフ電位信号がＤＣ
信号であって共通電極に供給される信号がＡＣ信号である場合に、ダミー走査信号線が走
査信号線のオフ電位信号と同じ信号（ＤＣ信号）が入力される信号線と交差する構成が好
ましい。また、走査信号線のオフ電位信号がＤＣ信号であって共通電極に供給される信号
がＤＣ信号である場合に、ダミー走査信号線が走査信号線のオフ電位信号と同じ信号（Ｄ
Ｃ信号）が入力される信号線と交差する構成が好ましい。
【０１２５】
　ここで、本発明の液晶表示装置では、上記実施の形態１および２に示す構成には限定さ
れず、例えば、実施の形態１の液晶表示装置において、走査信号線のオフ電位信号がＡＣ
信号であって共通電極に供給される信号がＡＣ信号またはＤＣ信号である場合に、ダミー
走査信号線が他の走査信号線と交差する構成としてもよい。また、実施の形態２の液晶表
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示装置において、走査信号線のオフ電位信号がＡＣ信号であって共通電極に供給される信
号がＡＣ信号またはＤＣ信号である場合に、ダミー走査信号線が走査信号線のオフ電位信
号と同じ信号（ＤＣ信号）が入力される信号線と交差する構成としてもよい。さらに、実
施の形態１および２の液晶表示装置において、走査信号線のオフ電位信号がＡＣ信号であ
って共通電極に供給される信号がＡＣ信号またはＤＣ信号である場合に、ダミー走査信号
線が、走査信号線のオフ電位信号とは異なる振幅だが、同じ周期で変動する信号（ＡＣ信
号）が入力される信号線と交差する構成としてもよい。
【０１２６】
　ダミー走査信号線が、共通電極や走査信号線のオフ電位信号と同じ振幅である場合、こ
の振幅Ｖｇｏｐｐは次式で表される。
【０１２７】
【数９】

【０１２８】
　上式（９）中、Ｖｘｐｐは、ダミー走査信号線と重なることにより容量Ｃｇｏ－ｘが形
成されるための信号線の振幅を表している。なお、ダミー走査信号線に入力されない従来
の構成の場合には、上記振幅は次式で表される。
【０１２９】

【数１０】

【０１３０】
　ここで、例えば、走査信号線のオフ電位がＤＣ信号の場合（式（１）～式（８）の場合
）には、式（９）において、電位変動（印加電圧差）およびフリッカを低減するためには
、ＶｇｏｐｐをＤＣに近づけることが好ましい。そこで例えば、式（９）の第２項の値を
小さくすることが考えられる。ところが、第２項に含まれる（Ｖｓｈ－Ｖｓｌ）は、階調
によってその値が異なるため、第１項や第３項の値を調整して、第２項を相殺することは
、特定の階調でしか成立しないため好ましくない。よって、第２項を小さくするためには
、Ｃｇｏ－ｘを十分大きくすることが好ましい。Ｃｇｏ－ｘを大きくすることにより、第
３項のＶｘｐｐの係数が「１」に近づく。この場合、Ｖｘｐｐが他の走査信号線と同じＤ
Ｃであれば、式（９）のＶｇｏｐｐは、式（１０）に比べて、ＤＣに近づくことになる。
なお、ＶｘｐｐはＤＣでさえあればよく、その電位は限定されるものではない。
【０１３１】
　これに対して、走査信号線のオフ電位信号が振幅５ＶのＡＣ信号の場合には、式（９）
において、Ｖｇｏｐｐをできるだけ、５Ｖに近づけると、電位変動（印加電圧差）および
フリッカを低減することができ、同様にＣｇｏ－ｘを大きくして、式（９）のＶｘｐｐを
５Ｖにすることにより、Ｖｇｏｐｐは従来の構成（式（１０）のＶｇｏｐｐ）に比べて、
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５Ｖに近づくことになる。
【０１３２】
　ここで、Ｖｘｐｐは必ずしもＤＣ信号や５Ｖである必要はなく、式（９）のＶｇｏｐｐ
が式（１０）のＶｇｏｐｐよりも、走査信号線の振幅に近づきさえすればよいため、多少
の振幅の差は許容される。
【０１３３】
　以上のように、本発明のダミー走査信号線Ｇ０は、走査信号線Ｇｎに入力されるスイッ
チング素子のオフ電位信号の電位変動と同じ周期で電位変動する信号が入力される信号線
（検査信号用配線、イオン性不純物吸着用配線等）の少なくとも一部に絶縁膜を介して重
畳して設けられ、重畳部において容量が形成されている。また、ダミー走査信号線Ｇ０は
、少なくとも１つの走査信号線の少なくとも一部に重畳して設けられ、重畳部において容
量が形成されている。つまり、ダミー走査信号線Ｇ０との間で容量を形成する信号線は、
走査信号線Ｇｎに入力されるオフ電位信号の交流成分と、上記信号線に入力される信号の
交流成分とが同一であって、互いの直流成分が同一又は異なる信号線である。よって、ダ
ミー走査信号線Ｇ０と容量を形成する上記信号線は、ＤＣ信号およびＡＣ信号の何れの信
号が入力される信号線であってもよい。そして、本発明の液晶表示装置は、共通電極信号
（Ｖｃｏｍ）がＡＣ信号である液晶表示装置においても、表示品位の劣化を抑えることが
できるという従来と比較して有利な効果を奏するものである。
【０１３４】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３５】
　本発明は、共通電極信号がＡＣ信号の場合にも、各行の表示状態を均等化することがで
きるため、特に、狭額縁の表示装置において好適に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１３６】
【図１】本実施の形態１に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の画素の電気的構成を示す等価回路図である。
【図３】図１に示す液晶表示装置における第１行目から第３行目までの一部の画素の電気
的構成を示す等価回路図である。
【図４】図１に示す液晶表示装置における画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示すタイ
ミングチャートであり、（ａ）は、第３行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示す
タイミングチャートであり、（ｂ）は、第１行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を
示すタイミングチャートである。
【図５】図１に示す液晶表示装置におけるダミー走査信号線Ｇ０と走査信号線との交差部
を拡大した図である。
【図６】図１に示す液晶表示装置において、画素電極が横長形状の場合の構成を示す図で
ある。
【図７】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、走査信号線の信号入力方
向が、行ごとに異なる場合の液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図８】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、液晶表示パネルの片側か
ら走査信号線へゲート信号が入力される場合の液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図９】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ゲート信号の入力側とは
反対側である走査信号線の終端側にダミー走査信号線が設けられている場合の液晶表示装
置の構成を示す平面図である。
【図１０】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ゲート信号の入力側、
および、その反対側である走査信号線の終端側の両方にダミー走査信号線が設けられてい
る場合の液晶表示装置の構成を示す平面図である。
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【図１１】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、走査信号線の信号入力
方向がパネルの両側からブロックごとに入力される構成の液晶表示装置を示す平面図であ
る。
【図１２】図１１に示す液晶表示装置において、ゲート信号の入力側、およびその反対側
である走査信号線の終端側の両方にダミー走査信号線を設けた場合の構成を示す平面図で
ある。
【図１３】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ゲートドライバが液晶
表示パネルの両側に配置される構成の液晶表示装置を示す平面図である。
【図１４】図１に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ダミー走査信号線が、
対向基板に配置された共通電極が存在しない領域で、走査信号線と交差する構成の液晶表
示装置を示す平面図である。
【図１５】本実施の形態２に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図１６】図１５に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、検査信号用配線を備
えた狭額縁の液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図１７】図１５に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ダミー走査信号線が
、検査信号用配線と平行に配置されている状態を示す図である。
【図１８】図１５に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ダミー走査信号線が
、イオン性不純物吸着用配線に交差して設けられている状態を示す図である。
【図１９】図１５に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、ダミー走査信号線が
、イオン性不純物吸着用配線と平行に配置されている状態を示す図である。
【図２０】図１９に示す液晶表示装置の一部分を拡大した図である。
【図２１】図２０におけるＡ－Ａ′断面図である。
【図２２】図１５に示す液晶表示装置の他の構成例を示す図であり、他の信号線とダミー
走査信号線Ｇ０とが交差する構成を示す液晶表示装置の一例を示す平面図である。
【図２３】従来のＴＦＴアクティブマトリクス方式の液晶表示装置の構成を示す。
【図２４】図２３に示す液晶表示装置に寄生容量が生じることを説明する画素の平面図で
ある。
【図２５】図２３に示す液晶表示装置に生じた寄生容量による画素電極電位の変動を説明
する電圧波形図である。
【図２６】特許文献１に係る液晶表示装置の構成を示す回路図である。
【図２７】図２６に示す液晶表示装置のダミー走査信号線及び走査信号線に入力される各
信号のタイミングチャートである。
【図２８】図２６に示す液晶表示装置において、ダミー走査信号線に信号入力しない状態
で配置した場合の構成を示す回路図である。
【図２９】図２８に示す液晶表示装置における画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を示す
タイミングチャートであり、（ａ）は、第３行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波形を
示すタイミングチャートであり、（ｂ）は、第１行目の画素ＰＩＸに関わる各種信号の波
形を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１３７】
１　　　液晶表示装置（表示装置）
１０　　液晶表示パネル（表示パネル）
１１　　ＴＦＴ（スイッチング素子）
１１′　ＴＦＴ（検査用スイッチング素子）
１２　　画素電極
１３　　共通電極
１４　　補助容量
１５　　ＣＳライン
１６　　液晶容量
１８　　寄生容量（Ｃｇｄ１）
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１９　　寄生容量（Ｃｇｄ２）
２０　　データドライバ（データ信号線駆動回路）
３０　　ゲートドライバ（走査信号線駆動回路）
Ｓｎ　　データ信号線
Ｇｎ　　走査信号線
Ｇ０　　ダミー走査信号線

【図１】

【図２】

【図３】



(23) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】



(24) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(25) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(26) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】

【図２１】



(27) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図２２】 【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】



(28) JP 2009-237282 A 2009.10.15

【図２７】 【図２８】

【図２９】



(29) JP 2009-237282 A 2009.10.15

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｑ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５０５　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C006 AA16  AC11  AC25  AC27  AF35  AF51  AF59  BB16  BB27  BC02 
　　　　 　　        BC03  BC20  BF24  BF42  EB01  EB04  FA22  FA23  FA31  FA33 
　　　　 　　        FA37  FA38  FA42 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD05  DD06  DD12  DD15  DD23  DD28  DD29  EE29 
　　　　 　　        FF11  JJ02  JJ03  JJ04  JJ06  KK07 
　　　　 　　  5C094 AA03  AA15  AA54  AA55  BA03  BA43  CA19  DA13  DA15  DB01 
　　　　 　　        EA01  EA03  FA01  FA02  FB01  FB12  FB15  GA10 



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2009237282A 公开(公告)日 2009-10-15

申请号 JP2008083367 申请日 2008-03-27

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 吉田昌弘

发明人 吉田 昌弘

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G09F9/30 G02F1/133

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.624.A G09G3/20.622.G G09G3/20.660.Q G09G3/20.680.G G09G3/20.670.Q 
G09G3/20.624.D G09G3/20.611.J G09G3/20.611.E G09G3/20.642.A G09F9/30.338 G02F1/133.505 
G02F1/133.550

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA43 2H093/NA80 2H093/NB12 2H093/NC09 2H093/NC10 2H093/NC12 2H093
/NC34 2H093/NC49 2H093/NC67 2H093/ND09 2H093/ND10 2H093/ND34 2H093/ND56 2H093/NE03 
2H193/ZA04 2H193/ZD32 2H193/ZE31 2H193/ZF22 2H193/ZF36 2H193/ZH40 2H193/ZH45 2H193
/ZK01 2H193/ZP03 5C006/AA16 5C006/AC11 5C006/AC25 5C006/AC27 5C006/AF35 5C006/AF51 
5C006/AF59 5C006/BB16 5C006/BB27 5C006/BC02 5C006/BC03 5C006/BC20 5C006/BF24 5C006
/BF42 5C006/EB01 5C006/EB04 5C006/FA22 5C006/FA23 5C006/FA31 5C006/FA33 5C006/FA37 
5C006/FA38 5C006/FA42 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/DD06 5C080/DD12 5C080
/DD15 5C080/DD23 5C080/DD28 5C080/DD29 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 
5C080/JJ04 5C080/JJ06 5C080/KK07 5C094/AA03 5C094/AA15 5C094/AA54 5C094/AA55 5C094
/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094/DA13 5C094/DA15 5C094/DB01 5C094/EA01 5C094/EA03 
5C094/FA01 5C094/FA02 5C094/FB01 5C094/FB12 5C094/FB15 5C094/GA10 2H193/ZA07 2H193
/ZB08 2H193/ZC25 2H193/ZH46 2H193/ZH79 2H193/ZK03 2H193/ZK08 2H193/ZK14

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过均匀化各行的显示状态，使显示装置尺寸小并抑制
显示质量的劣化。解决方案：液晶显示装置1包括：液晶显示面板10，包
括由扫描信号线G1导通/截止的扫描信号线G1，G2，...，Gn，TFT11构
成的多行。 ，G2，...，Gn;像素电极连接到TFT 11的一端，并且还包括
连接到每行中的TFT 11的另一端的数据信号线S1，S2，...，Sn。伪扫描
信号线GO设置在最末端线上，位于栅极信号的扫描开始或结束侧。设置
虚设扫描信号线GO，同时重叠扫描信号线的至少一部分，使得电容Cgo-
gl，Cgo-g2，...，Cgo-gn分别形成在虚设扫描信号线GO和每个之间。扫
描信号线G1，G2，...，Gn的一部分。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/13705d4e-4894-4c0e-995f-4528828dad87
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041251286/publication/JP2009237282A?q=JP2009237282A

